
第878号 
北近畿をリードする創造性あふれるまち　福・知・山 

５月臨時市議会  …………………………………………８
福知山千年の森づくり基本計画（案）への意見  …………８
まちかどウオッチング  …………………………………９
情報ひろば  …………………………………………１０～１５
　市民と市長のまちかど懇話会　ほか
でかけてみよう　ふくちやま・ふくちねっと  ………　１６

特集  

地球は暑がっている  ……………………２～３
災害に備えて　今、私たちができること  ……………４
地域ふれあいネットワーク事業はじめます  …………５
付いていますか　住宅用火災警報器  …………………６
国民健康保険料の新料率が決定  ………………………７

　修斉小学校では、５月２２日に学校横のわくわく農園で、５年生９３人が田植えに挑戦しました。
　児童らは、事前に種まきとお米のことについて学習しており、この日は地元の人に田植えの方法を教
えてもらいました。裸足で泥の感触を楽しみながら田植え開始。後半になれば、全員の息もピッタリで
スムーズに進み、約１時間で終えることができました。

秋には、たくさん収穫できるかな

田植えに挑戦5
22

平成
21（2009）年

6 1



2H21（2009）．6．1　広報ふくちやま

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
と
呼
ば
れ
る
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
な

ど
の
増
加
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年　

月
開
催
の
地
球
温
暖
化
防

１２

止
京
都
会
議
で
「
京
都
議
定
書
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
京
都
議
定
書
で
日
本

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
を
「
平

成　

年
か
ら
５
年
間
に
、
平
成
２
年
の
温

２０
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
を
基
準
と
し
て
、

６
㌫
削
減
す
る
」
こ
と
を
国
際
公
約
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
は
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体

に
、
自
ら
の
事
務
や
事
業
に
関
し
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
実

行
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ま

し
た
。

　

府
で
は
、
平
成　

年
に
「
地
球
温
暖
化

１８

対
策
条
例
」
を
施
行
し
、
事
業
者
の
排
出

量
削
減
計
画
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
「
エ
コ
オ

１１

フ
ィ
ス
計
画
」
を
実
践
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
３
月
に
新

た
な
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を

策
定
し
て
、
市
役
所
が
自
ら
排
出
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
下
図
参
照
）

■
環
境
政
策
室
（
℡　

‐
１
８
２
７
）

２２

　

実
行
計
画
で
は
、
平
成　

年
度
を
基
準

１８

年
度
と
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

２０

２４

ま
で
の
５
年
間
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
４

㌫
削
減
を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

目
標  

4
㌫
の
削
減 

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
 

1
9
7
0
0
㌧
を
1
8
9
0
0
㌧
に
 

ス
ト
ッ
プ　

地
球
温
暖
化

市役所地球温暖化対策実行計画の概要 
計画の期間／平成20年度～24年度までの5年間。※基準年は、平成18年度 
　部門別の温室効果ガス排出状況 

　この計画を実行するために、エネルギー使用量の実態把握、点検、評 
価、公表、見直しを行い、着実な推進と継続的な改善に努めます。 

おもな取組内容 
　空調機の調整により室温の適正管理（夏28.5度、冬17度～） 
　エコドライブの推進 
　リサイクル可能な製品の再使用、再資源化の推進 
　設備の管理方法、使用実態を見直し、使用エネルギー量を最小化 
　自然光、自然通風の活用による省電力化の推進 

　平成18年度の温室効果
ガス排出量は総量約19700
㌧で、内訳は事業系部門が
約10200㌧（52㌫）、市民サ
ービス系部門が約8100㌧（41
㌫）、事務・管理系部門が
1400㌧（7㌫）となってい
ます。 

計画の対象／市が行うすべての
事務・事業と所有施設。 

事業系 
52㌫ 
事業系 
52㌫ 

約19700㌧ 
（二酸化炭素換算） 

市民サービス系 41㌫ 

都市公園管理など  7㌫ 
福祉、保育園など  6㌫ 

人権ふれあいセンター、 
児童館、斎場など  6㌫ 

その他  7㌫ 
庁舎管理など  64㌫ 

消防  16㌫ 
その他  20㌫ 

ガス水道 
30㌫ 廃棄物処理 

22㌫ 

市民病院 
   50㌫ 

事務・管理系 
7㌫ 

事務・管理系 
7㌫ 

幼小中学校など 
   24㌫ 

幼小中学校など 
   24㌫ 下水など処理 

48㌫ 
下水など処理 
48㌫ 
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特集　地球は暑がっている

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
オ
ト
ー

プ
（
生
物
空
間
）
池
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
生

息
す
る
動
植

物
の
調
査
を

通
し
て
、
多

様
な
生
物
の

存
在
を
知
り
、

環
境
保
全
を

考
え
る
き
っ

か
け
づ
く
り

　

市
で
は
福
知
山
環
境
会
議
（
福
知
山
エ

コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
中
心
に
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
て
身
近
な

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
知
山
環
境
会
議
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

　

福
知
山
環
境
会
議
は
、
個
人
・
事
業
所
・

団
体
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

■
参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
室
（
℡　

‐
１
８
２
７
）

２２

動植物調査プロジェクト

▲

水
生
生
物
観
察
会（
由
良
川
）

　

昔
の
良
き
暮
ら
し
や
遊
び
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
、
先
人
の
知
恵
か
ら

学
ぶ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

伝承館活動プロジェクト

の
毛
原
地
区

に
も
活
動
範

囲
を
広
め
て

い
ま
す
。

　

中
六
人
部
地
区
の 
庵  
戸  
山 
を
拠
点

よ
う 
ど 
や
ま

に
、
里
山
に
親
し
む
森
林
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
江
町

里山プロジェクト

温
暖
化
問
題
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
学
び
考
え
る
出
張
授
業（
講
座
）を

開
催
し
て
い
ま
す
。 　

ゴ
ー
ヤ
ー
な

ど
を
使
っ
た

「
み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
」
事

業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校

や
地
域
で
地
球

環境家族の育成プロジェクト
　

由
良
川
の
自
然
環
境
保
全
を
目
的

と
し
た
音
無
瀬
橋
周
辺
の
清
掃
活
動

や
、
身
近
な
自
然
観
察
が
で
き
る
よ

う
除
草
作
業

や
竹
林
整
備

を
行
っ
て
い

ま
す
。

由良川プロジェクト

　

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
名
水

（
湧
き
水
）の
保
存
と
周
辺
環
境
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福知の名水プロジェクト
　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の

減
量
化
を
目
的
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
生
ご
み
の
堆

肥
化
と
有

効
利
用
を

行
っ
て
い

ま
す
。

生ごみリサイクルプロジェクト

▲
シ
イ
タ
ケ
の

ほ
だ
木
管
理

（
庵
戸
山
）

▲
河
川
敷
の
ク

リ
ー
ン
活
動

（
由
良
川
）

▲
堆
肥
化
の

現
地
研
修

（
川
口
）

▲太鼓による体験学習会を開催
　（環境パーク）

▲

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
温
度
測
定（
育
英
小
学
校
）

▲「 観  錬  瀑 」の調査（三岳）
かん れん ばく
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近
年
、
局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
被
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
く
一
部

の
地
域
で
短
時
間
に
極
め
て
強
い
雨
が
降

り
、
予
測
が
困
難
な
こ
と
か
ら
「
ゲ
リ
ラ

豪
雨
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月　

日
に
は
、
神
戸
市
灘
区
の

２８

都
賀
川
で
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
に
よ
る
急
激

な
増
水
（　

分
間
に
約
１
３
４
㌢
の
水
位

１０

上
昇
）
に
よ
り
、
児
童
を
含
む
５
人
が
逃

げ
遅
れ
、
死
亡
す
る
痛
ま
し
い
水
難
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
昨
年
６
月　

日
に
夜
久
野

２１

町
で
時
間
雨
量　

㍉
を
観
測
し
、
床
下
浸

５９

水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
ま
た
、
不
安
を
感
じ
た
住
民
が
近

く
の
公
民
館
に
自
主
避
難
す
る
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
起
き
や
す
い
時
期
は
、

一
年
で
一
番
雨
の
多
い
、
梅
雨
か
ら
夏
に

か
け
て
の
期
間
で
す
。　

　

ま
も
な
く
こ
う
し
た
時
期
を
迎
え
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
危
機
意
識
を
持
ち
、

何
を
備
え
て
お
け
ば
良
い
の
か
、
災
害
に

対
す
る
準
備
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
、
台
風　

号
時
に
は
、
福
知

１６

２３

山
市
域
の
１
万
７
５
０
０
世
帯
、
４
万
２

５
０
０
人
を
対
象
に
避
難
情
報
を
発
令
し

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
高
台
に
住
ん
で

お
ら
れ
避
難
の
必
要
が
な
か
っ
た
人
も
含

み
ま
す
が
、
実
際
に
避
難
さ
れ
た
人
は
３

６
０
０
人
と
対
象
者
の
わ
ず
か
８
・
６
㌫

で
し
た
。

　

災
害
が
発
生
す
る
危
険
を
知
ら
せ
る
気

象
予
報
や
避
難
情
報
を
「
ま
さ
か
、
自
分

は
大
丈
夫
」
と
聞
き
流
す
こ
と
は
、
自
ら

の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災
害
か
ら
自
分
や
家
族
を
守
り
、
ま
た
、

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
、
近
所

で
助
け
合
っ
て
状
況
が
悪
化
す
る
ま
で
に

避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
総
務
課
（
℡　

‐
７
０
３
６
）

２４

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
恐
ろ
し
さ

災
害
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に

避
難
の
重
要
性
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

　災害に備え、「防災マップ」「市民のための防災の手引き」をもう一度確認してください。
「防災マップ」から
①自宅周辺・勤務先やその通り道などで浸水・土砂災害警戒区域の確認。
②家族・地域で避難所の位置や、避難経路の確認。
「市民のための防災の手引き」から
①雨量・水位・気象情報の収集先の確認（２ページ）
②避難情報のサイレンの確認（３ページ）
③近所で避難する時に、手助けが必要な人の把握（５ページ）
④非常持ち出し品の確認（２２ページ）

　

▼災害時には、防災行政無線やサイレン、ＦＭキャッスル（７９．０メガヘルツ）で情報配信します。

▼防災情報を電子メールで配信します。
　　市から「避難に関する情報」や「災害時の生活情報」などをお知らせします。
　　携帯電話で、下記アドレスに空メールを送信してください。
　　　ａｎｚｅｎ＠ｋ‐ａｎｓｈｉｎ．ｐｒｅｆ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ　　　　　　　　　　　　［ＱＲコード］

日ごろからの備え

避難情報の入手方法

　市では、平成16年台風23号災害の映像、写真や体験
談を募集しています。提供いただいた資料は、ＤＶＤ
やパネルに加工し、防災の啓発に活用します。 
　くわしいことは、総務課防災係(〒620‐8501 字内
記13番地の1　℡24‐7036)まで。 
募集期限／7月31日（金） 

　今年の防災訓練は、8月30日
（日）に実施する予定です。 
　地域で行なわれる避難訓練な
どには、積極的に参加しましょ
う。 

台風23号災害の映像・写真・体験談  募集中 地域防災訓練に参加を 

災
害
に
備
え
て

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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こ
ん
な
不
安
を
な
く
し
、
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
支
援
が
必
要
な
人
と
支

援
を
す
る
人
を
結
び
つ
け
、
地
域
住
民
が

お
互
い
支
え
、
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
」
や
「
重
い

障
害
の
あ
る
人
」
な
ど
、
日
常
生
活
に
助

け
が
必
要
な
人
や
、
避
難
時
に
支
援
が
必

要
な
人
を
、
あ
ら
か
じ
め
把
握
（
登
録
）

し
ま
す
。

　

災
害
時
な
ど
は
避
難
誘
導
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
の
、
日
ご

ろ
か
ら
の
見
守
り
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
誰
に
助
け
て
と
言
え
ば
い
い
の
…

地
震
が
起
き
た
ら
、
洪
水
で
浸
水
し
た
ら
…

　

近
年
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
災
害
時
の
避
難
に
時
間
が
か
か
る
高
齢
者
な
ど
の
被
災
者
が
多

い
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
へ
の
災
害
情
報
の
伝

達
体
制
と
、
災
害
の
発
生
時
に
円
滑
か
つ
迅
速
に
避
難
す
る
た
め
の
支
援
体
制

を
整
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
の
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
お
よ
び
「
福
知
山
市
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
自
助
お
よ
び
地
域

の
支
え
合
い
を
基
本
と
す
る
、「
福
知
山
市
地
域
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
  
■
総
務
課　
　
　
  （
℡　

‐
７
０
３
６
）

２４

■
子
育
て
支
援
課
（
℡　

‐
７
０
８
８
）

２４

「福知山市地域ふれあいネットワーク事業」の概要 

登 録 者  

個別避難計画の作成 

福知山市 

台帳登録者 

自治会長 避難支援者 民生児童委員 
自主防災組織など 

●登録の申請 
●台帳、個別避難 
　計画の開示の 
　同意 

台帳・個別計画の開示 

日ごろの見守り 
災害時の避難支援 

協力 協力 

日ごろの見守り 
災害時の避難支援 

台帳作成 

登録の呼びかけ 
（申請書送付） 

地
域
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は

「
地
域
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」は
じ
め
ま
す

〜
地
域
で
支
え
る　

避
難
支
援
と
日
ご
ろ
の
見
守
り
〜　
「
災
害
時
要
配
慮
者
支
援
制
度
」
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そ
う
思
っ
て
い
る
人
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　

市
消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状

況
を
把
握
し
、
設
置
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

化
、
平
成　

年
５
月　

日
ま
で
の

２３

３１

設
置
の
必
要
性
は
、
広
く
皆
さ
ん

に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
猶
予
期
間
が
あ
る
と

い
っ
た
理
由
で
未
設
置
の
住
宅
が

多
く
あ
り
、
今
後
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
の
目
的
で
あ
る
「
火

災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
」
と

い
う
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め

ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
窓
口

　

消
防
署
予
防
課

（
℡　

‐
０
１
１
９
・　

‐
５
１

２２

２３

１
９
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

調
査
期
間　

平
成　

年　

月
９

２０

１１

日
〜
平
成　

年
３
月
７
日

２１

調
査
対
象
／
調
査
方
法

▼
一
般
住
宅
２
４
３
５
戸
（
無

作
為
抽
出
）／
消
防
職
員
・
団
員

が
訪
問
に
よ
る
聞
き
取
り

▼
共
同
住
宅
６
７
７
９
戸
の
所

有
者
・
管
理
会
社
／
電
話
ま
た

は
訪
問
に
よ
る
聞
き
取
り

▼
消
防
職
員
・
団
員
１
９
６
８

人
／
書
類
調
査

付
い
て
い
ま
す
か  
住
宅
用
火
災
警
報
器
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
知
っ
て
い

ま
す
か

　

平
成　

年
に
説
明
会
な
ど
で
同

１９

じ
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、「
知
っ
て

い
る
」
と
答
え
た
人
は　

・
７
㌫

６８

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
１
年
経
過

し
、
認
知
度
は
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

い
ま
す
か

　

全
体
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
率
は
約　

㌫
で
あ
り
、
設
置

４４

義
務
化
を
認
識
さ
れ
て
い
て
も
設

置
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
が
う
か

が
え
ま
す
。
し
か
し
、
平
成　

年
１９

の
調
査
で
は　

・
５
㌫
で
し
た
か

１３

ら
、
今
回
の
調
査
で
は
、
設
置
率

が
約
３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
住
宅
防
火
に
対
す
る
意
識

の
高
ま
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果【一般住宅】

【消防職員・団員】

はい 
4,103人 
（93.2㌫） 

いいえ 
300人（6.8㌫） 

【全体】

はい 
4,834人 
（43.9㌫） 

未回答 
8人（0.1㌫） 

いいえ 
6,154人 
（56.0㌫） 

　「住宅用火災警報器」は買ったん
だけど… 

など、お困りの場合は消防署予防
課住民安全係(℡ 22‐0119)まで、
連絡してください。 
　日時を相談し、取り付け、アド
バイスにお伺いします。 
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一
人
あ
た
り
の
平
均
国
保
料
を
約

５
㌫
引
き
上
げ

旧
三
町
区
域
で
は
引
き
続
き
段
階

的
に
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
料
は
、

国
保
加
入
者
の
医
療
費
な
ど
に
あ

て
る
た
め
、
所
得
・
加
入
者
数
な

ど
に
よ
り
、
各
市
町
村
が
毎
年
定

め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
医
療
費
が
増
大
し
て

い
る
状
況
の
た
め
、
国
保
料
の
値

上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
保
険
料
率
は
、
合
併

協
議
会
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り
医

療
分
は
旧
市
町
ご
と
に
不
均
一
で

定
め
、
介
護
分
と
後
期
高
齢
者
支

援
分
は
全
区
域
統
一
で
定
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
４
年
間
据
え
置

い
て
き
た
一
人
あ
た
り
の
年
平
均

国
保
料
は
、
約
５
㌫
の
引
き
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。
旧
三
町
区
域
は
、

引
き
続
き
段
階
的
に
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
よ
り
介
護
分
の

最
高
限
度
額
が　

万
円
に
変
更
に

１０

な
り
ま
し
た
。

６
月
は
国
保
料
の
算
定
月
で
す

期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

　

今
年
度
の
国
保
料
は
、
平
成　
２０

年
中
の
所
得
と
被
保
険
者
数
な
ど

か
ら
算
定
し
、
６
月
中
旬
に
決
定

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
６
月
か

ら
３
月
ま
で
の　

期
に
分
け
て
納

１０

め
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
な
理
由
も
な
く
国
保
料
を

滞
納
す
る
と
、
国
保
証
を
返
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
書

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
や
口
座

振
替
以
外
の
納
付
書
は
、
決
定
通

知
書
と
一
緒
に　

回
分
を
一
括
で

１０

郵
送
し
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
所
得
更
正
な
ど
保

険
料
に
変
更
が
あ
る
と
き
は
、
改

め
て
変
更
後
の
納
付
書
を
郵
送
し

ま
す
。

国
保
料
の
減
免

　

世
帯
主
な
ど
の
病
気
や
事
業
所

の
倒
産
・
解
雇
な
ど
で
、
世
帯
の

収
入
が
前
年
中
に
比
べ
大
幅
に
減

少
す
る
場
合
や
、
火
災
風
水
害
と

い
っ
た
や
む
を
得
な
い
理
由
で
国

保
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
所
得
割
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
の
届
出

　

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
な
ど
変

更
が
あ
る
と
き
は
、
世
帯
主
が　
１４

日
以
内
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
保
加
入
者
全
員
の
所

得
の
申
告
が
な
い
と
、
国
保
料
の

軽
減
や
高
額
療
養
費
計
算
な
ど
の

正
し
い
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
。
所

得
の
申
告
が
ま
だ
の
人

は
、必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。所
得
が
無

い
場
合
は「
所
得
ゼ
ロ
」

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
一
部
負
担
金
の
減

免
・
支
払
猶
予

　

災
害
な
ど
で
窓
口
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が

困
難
な
被
保
険
者
は
、

世
帯
主
の
申
請
に
よ
り
、

減
免
・
支
払
猶
予
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
国
保
料
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
が
対
象
）

短
期
国
保
証
の
更
新

　

有
効
期
限
が
平
成　
２１

年
６
月
末
、
ま
た
は
９

月
末
ま
で
の
短
期
の
国

保
証
の
人
は
、
各
有
効

期
限
の
２
週
間
前
か
ら

更
新
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
国

保
証
を
も
っ
て
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
当
該
世
帯
以
外
の
人

が
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、
委
任

状
と
委
任
さ
れ
た
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

■
保
険
課
国
保
料
係

（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

モデルケース／旧福知山市域に在住で、世帯主６３歳（営業所得２００万円）、妻６５歳（所得なし）、子３０歳（給
与所得１００万円）が国保に加入している場合
　医療分｛（２００万円－３３万円）＋（１００万円－３３万円）｝×７．２０㌫＋２２，５００円×３人＋１５，９６０円＝２５１，９４０円
　介護分（２００万円－３３万円）×２．３３㌫＋８，５８０円×１人＋４，６００円＝５２，０９１円→５２，０９０円
　支援分｛（２００万円－３３万円）＋（１００万円－３３万円）｝×２．３７㌫＋７，４４０円×３人＋５，４６０円＝８３，２３８円
　　　　→８３，２３０円
　世帯の保険料　２５１，９４０円＋５２，０９０円＋８３，２３０円＝３８７，２６０円（参考：２０年度３５９，２００円）

支援分介護分医療分
２１年度２０年度２１年度２０年度２１年度２０年度
２．３７％２．１８％２．３３％２．２３％７．２０％６．５８％基準総所得金額の所得割旧

福
知
山
市
区
域

７，４４０円６，６００円８，５８０円８，５８０円２２，５００円２１，３００円１人につき均等割
５，４６０円４，８００円４，６００円４，６００円１５，９６０円１５，３００円１世帯につき平等割
２．３７％２．１８％２．３３％２．２３％６．８４％５．４４％基準総所得金額の所得割旧

三
和
町
区
域

８％１１％土地家屋税額の資産割
７，４４０円６，６００円８，５８０円８，５８０円１８，０６０円１８，７８０円１人につき均等割
５，４６０円４，８００円４，６００円４，６００円１２，１２０円１３，３２０円１世帯につき平等割
２．３７％２．１８％２．３３％２．２３％６．７２％６．０６％基準総所得金額の所得割旧

夜
久
野
町
区
域

９％１４％土地家屋税額の資産割
７，４４０円６，６００円８，５８０円８，５８０円１９，２６０円２０，０４０円１人につき均等割
５，４６０円４，８００円４，６００円４，６００円１３，４４０円１４，２２０円１世帯につき平等割
２．３７％２．１８％２．３３％２．２３％５．７９％５．８５％基準総所得金額の所得割旧

大
江
町
区
域

１１％１５％土地家屋税額の資産割
７，４４０円６，６００円８，５８０円８，５８０円１９，９８０円１９，４４０円１人につき均等割
５，４６０円４，８００円４，６００円４，６００円１４，９４０円１４，４６０円１世帯につき平等割

１２０，０００円１００，０００円９０，０００円４７０，０００円最高限度額
基準総所得とは総所得金額から基礎控除（３３万円）を差し引いた金額で、青色専従者給与等控除・長期譲渡所得控除が適用されます。
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平
成　

年
度
医
療
費
の
確
定
に

２０

伴
い
、赤
字
分
の
２
２
９
２
万
円

を
補
正
し
、９
２
６
２
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

市
長
な
ど
の
期
末
手
当
の
減
額
を

行
う
た
め
、一
部
改
正

▼
福
知
山
市
長
及
び
副
市
長
並
び

に
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
の
給
与

に
関
す
る
条
例

一
般
職
職
員
の
期
末
手
当
お
よ
び

勤
勉
手
当
の
減
額
を
行
う
た
め
、

一
部
改
正

▼
福
知
山
市
一
般
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
制
定
に
伴
う
も
の

▼
福
知
山
市
税
条
例

　
 
吉  
見  
光  
則 
議
員（
創
政
会
）

よ
し 

み 

み
つ 
の
り

基
本
理
念
・
基
本
方
針

●
大
切
な
歴
史
文
化
を
、将
来
に

わ
た
り
守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

基
本
計
画
・
地
域
資
源
活
用

●
地
元
が
プ
ラ
ン
段
階
か
ら
か
か

わ
り
合
え
、活
性
化
に
つ
な
が
る

方
向
付
け
が
必
要
。

●
三
岳
山
や
大
江
山
を
市
民
共
有

の
財
産
と
し
て
、多
く
の
人
に
魅

力
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

森
づ
く
り
の
課
題

●
放
置
さ
れ
た
人
工
林
の
間
伐
や
、

資
源
活
用
も
手
立
て
す
る
必
要
が

あ
る
。

●
そ
の
山
の
土
に
あ
っ
た
苗
木
を

育
て
る
こ
と
が
必
要
。

整
備

●
ト
イ
レ
を
管
理
で
き
る
道
路
が

必
要
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
付
き
の

コ
ー
ス
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

●
三
岳
山
や
大
江
山
を
道
案
内
す

る
よ
う
、鬼
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
た
ら
よ
い
。

●
観
光
目
的
で
開
発
し
な
い
で
ほ

し
い
。

計
画
実
現
の
た
め
の
推
進
体
制

●
市
民
と
共
に
考
え
、長
期
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
行
す
る
た
め

に
組
織
を
設
置
し
て
、効
果
的
な

進
行
を
期
待
す
る
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
広
く
募
り
、

多
く
の
市
民
が
参
加
す
る
森
づ
く

り
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

人
材
育
成

●
市
独
自
の
育
成
講
座
の
開
講
や
、

資
格
認
定
制
度
の
設
置
な
ど
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

市
の
考
え　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
本
理
念
・
基
本
方
針

　

歴
史
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と

い
う
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

基
本
計
画
・
地
域
資
源
活
用

　

新
た
な
推
進
体
制
の
中
で
地
元

住
民
な
ど
の
参
画
を
進
め
、地
域

資
源
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
地
域
の
活

性
化
を
進
め
ま
す
。

森
づ
く
り
の
課
題

　

本
計
画
に
基
づ
い
て
間
伐
促
進

を
進
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
植

生
を
考
慮
し
て
植
樹
に
取
り
組
み

ま
す
。

整
備

　

具
体
的
な
整
備
や
資
源
探
索

ル
ー
ト
は
、今
後
、設
置
予
定
で
あ

る
協
議
会
な
ど
で
、さ
ら
に
検
討

を
進
め
ま
す
。

計
画
実
現
の
た
め
の
推
進
体
制

　

今
後
、各
種
団
体
な
ど
も
参
画

の
も
と
新
た
な
推
進
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

人
材
育
成

　

既
に
観
光
ガ
イ
ド
の
養
成
に
取

り
組
ん
で
お
り
、そ
の
他
の
人
材

育
成
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

３
月
に
福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り

基
本
計
画
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。

※
基
本
計
画
は
、
農
林
管
理
課
・

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
・

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　
　

人
の
皆
さ
ん
か
ら
延
べ　

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１０

４３

※
ご
意
見
は
、
主
旨
を
変
更
し
な
い
程
度
に
要
約
し
ま
し
た
。

■
農
林
管
理
課
計
画
係（
℡　

‐
７
０
４
１
）

２４

福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り
基
本
計
画（
案
）へ
の
意
見

福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り
基
本
計
画（
案
）へ
の
意
見

　５月臨時市議会が、５月２１日から２５日
まで開かれ、議長に 松  本  良  彦 議員（明

まつ もと よし ひこ

政会）、副議長に 仲  林  清  貴 議員（日本
なか ばやし きよ たか

共産党福知山市会議員団）が選ばれま
した。
　市では、この市議会に、老人保健医
療事業特別会計補正予算など、合わせ
て５議案を提案。
　いずれも原案どおり決まりました。

５月臨時市議会

老人保健医療事業
特別会計補正予算など

老
人
保
健
医
療
事
業

特
別
会
計

補
正
予
算

条　

例

人　

事

監
査
委
員
の
選
任
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　　　５月１９日、佐賀小学校では全校児童
が参加し、学校そばの茶園で「ふれあい茶
摘み」を行いました。
　児童らは、父母、祖父母、近所の人たちに
摘み方を教わりながら、一緒に茶摘みをし、
手にしたかごは摘んだお茶でいっぱいに
なっていました。
　摘んだお茶は、学校で児童が飲んだり、
うがいに使ったり、ＰＴＡの希望者に販売
します。

　川合小学校では、５月２２日に全校生徒２０
人でゴーヤーの苗１０本を植え付けました。
福知山環境会議のメンバーからゴーヤー
の育て方や「みどりのカーテン」の効果な
どを学び、また、メンバー自作のゴーヤー
の歌を元気に歌いました。夏にはまぶしい
日差しから守ってくれる、みどりのカーテ
ンになるよう、みんなで育てようね。

地球温暖化防止の合言葉は　　
できることからはじめよう

「みどりのカーテン事業」
ゴーヤー苗の植え付け

5
22

5
3

　市などでは５月３日に、三段池公園総合体
育館やその周辺、大はらっぱで「第４４回福知
山市子ども大会」を開催しました。会場はた
くさんの家族連れでにぎわい、木製の小さ
ないすを家族一緒に作ったり、おもしろ自転
車に乗って楽しんだり、子どもたちの笑顔が
あふれていました。

みんなで収穫、楽しいね

子どもたちの笑顔　いいですね

ふ
れ
あ
い
茶
摘
み

●
Ｇ
Ｆ
Ｐ
っ
て
な
に
？
●

　

Ｇ
Ｆ
Ｐ
は
、
本
市
出
身
の
下
村

さ
ん
が
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
か
ら
抽
出

し
た
タ
ン
パ
ク
質
で
、
酵
素
な
ど

の
働
き
に
頼
ら
ず
単
体
で
緑
色
を

発
色
す
る
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
下
村
さ
ん
が
当
初
着
目
し

た
の
は
青
く
光
る
イ
ク
オ
リ
ン
と

い
う
物
質
で
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
は
そ
の
副

産
物
と
し
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
Ｇ
Ｆ
Ｐ
は
今
や

生
物
科
学
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

道
具
で
す
。
細
胞
に
組
み
込
み
、

が
ん
細
胞
の
転
移
や
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
な
ど
の
進
行
を
観
察
す
る

目
印
と
し
て
利
用
で
き
る
か
ら
で

す
。

　

青
と
緑
の
発
色
の
違
い
か
ら
、

偶
然
に
発
見
さ
れ
た
Ｇ
Ｆ
Ｐ
。

　

そ
れ
が
応
用
研
究
に
革
命
を
も

た
ら
し
た
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
基
礎
研
究
の
大
切
さ
に
つ
い

て
教
え
ら
れ
る
逸
話
で
す
。

下
村
さ
ん
の

　

コ
コ
が
知
り
た
い
！

 下  村  脩 さん
しも むら おさむ

（提供　長崎大学）

5
19

子ども大会
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市
の
将
来
像
や
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
と
意
見

交
換
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
／
７
〜
９
月
の
月
１
回

※
開
催
時
間
は
、
約
１
時
間　

分
３０

※
開
催
場
所
は
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

対
象
団
体
／
メ
ン
バ
ー
の
半
数
以

上
が
市
民
で
、
市
内
を
拠
点
に
活

動
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

※
１
団
体
年
１
回
と
し
、
政
治
・

宗
教
・
営
利
活
動
団
体
は
除
く
。

懇
談
テ
ー
マ
／
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー 

・
農
林
業
・
福
祉
・
教
育
の
い
ず
れ

か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
団
体
数
／
３
団
体

※
申
込
団
体
多
数
の
場
合
、
抽
選

申
込
方
法
／
６
月　

日（
金
）ま
で

１９

に
、
開
催
希
望
日
時
・
会
場
・
団

体
名
・
代
表
者
氏
名
と
連
絡
先
・

懇
談
テ
ー
マ
を
電
話
ま
た
は
直
接

秘
書
広
報
課
市
民
相
談
係（
℡　
２４

‐
７
０
２
７
）ま
で
。

募
集
団
地
・
募
集
戸
数
・
月
額
家
賃

案
内
書
配
布
／
６
月　

日（
月
）〜

１５

７
月　

日（
金
）

１０

申
込
受
付
／
６
月　

日（
火
）〜
７

２３

月　

日（
金
）

１０
い
ず
れ
も
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
１５

※
土
・
日
を
除
き
ま
す
。

申
込
資
格

○ア
 

収
入
基
準
月
額　

万
８
０
０
０

１５

円
以
下
の
世
帯

※
次
の
①
〜
⑧
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
の
場
合
は
、
収
入

基
準
月
額
は　

万
４
０
０
０
円

２１

①
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生

３１

ま
れ
た
人
の
み
、
ま
た
は
昭
和　
３１

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

と　

歳
未
満
の
人
の
み
で
構
成
。

１８
②
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
４
級
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
。

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
、
２
級
）の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
い
る
。

④
戦
傷
病
者
手
帳（
特
別
〜
第
６

項
症
、
ま
た
は
第
１
款
症
）の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
。

⑤
原
子
爆
弾
被
爆
者
と
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
が
い
る
。

⑥
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、
５
年

が
経
過
し
て
い
な
い
人
が
い
る
。

⑦
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
な

ど
に
該
当
し
て
い
る
人
が
い
る
。

⑧
同
居
親
族
に
、
小
学
校
就
学
前

の
児
童
が
い
る
世
帯
。

○イ
 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
入
居
日

に
同
居
で
き
る
親
族
・
婚
約
者
が

い
る
。

※
秋
津
が
丘
１
戸
・
南
佳
屋
野
２

戸
は
、
単
身
者
可
。

○ウ
 

市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
で
あ

る
。

○エ
 

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

○オ
 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
。

世
帯
類
型
別
募
集
／
世
帯
の
種
類

に
よ
り
、
申
し
込
む
こ
と
の
で
き

る
団
地
が
限
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
建
築
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

入
居
の
決
定
／
入
居
者
選
考
委
員

会
で
選
考
、
ま
た
は
公
開
抽
選
で

決
定
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
居
申
込
書
（
建
築
課
に
あ
り

ま
す
）

②
世
帯
全
員
の
収
入
証
明
書
（
平

成　

年
度
課
税
証
明
書
な
ど
。
無

２１
職
の
人
は
、
そ
の
こ
と
を
証
明
で

き
る
書
類
）

③
市
税
納
税
証
明
書

④
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
、

ま
た
は
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書申
込
方
法
／
７
月　

日（
金
）ま
で

１０

に
必
要
書
類
を
持
っ
て
、
建
築
課

住
宅
管
理
係（
℡　

‐
７
０
５
３
）

２４

ま
で
。

　

就
職
活
動
の
準
備
を
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

▼
基
本
セ
ミ
ナ
ー

　

６
月　

日（
水
）

２４

　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

▼
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　

７
月
１
日（
水
）・
７
月
２
日（
木
）・

　

７
月
８
日（
水
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時

※
３
日
間
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１

日
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
セ
ミ
ナ
ー
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

ど
ち
ら
か
の
み
の
受
講
も
可
。

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

２４
（
内
記
三
丁
目
）

対
象
者
／
就
労
を
め
ざ
す
市
内
在

住
の
女
性

定
員
／　

人
程
度（
先
着
順
）

２０

受
講
料
／
無
料

申
込
方
法
／
６
月　

日（
金
）ま
で

１９

に
、
申
込
書
を
持
参
し
て
い
た
だ

く
か
電
話
で
人
権
推
進
室
男
女
共

同
参
画
推
進
係（
℡　

‐
７
０
２

２４

２
）ま
で
。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
人
権
推
進

室
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

就
労
を
め
ざ
す
女
性
の
た
め
の

「
知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

市
営
住
宅（
空
家
）入
居
者

市
民
と
市
長
の
ま
ち
か
ど

懇
話
会（
第
２
期
）

月額家賃募集戸数募集団地

２万１０００円～５万１４００円３戸秋津が丘

２万６７００円～５万２４００円１戸岡ノ三

１万９７００円～３万８７００円１戸東 堀

１万２３００円～２万８３００円５戸南佳屋野

１万９０００円～４万２５００円３戸広 峯

※建物の構造 /中層耐火３階建～４階建
※家賃は、入居者の収入によって異なります。
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と
き
／
７
月　

日（
日
）

１２

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

受
講
料
／
１
８
０
０
円（
材
料
費
）

定
員
／　

人（
先
着
順
）

２０

内
容
／
２
種
の
貝
殻
と
６
種
の
多

肉
植
物
を
使
い
、
涼
感
あ
ふ
れ
る

寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
６
月　

日（
金
）か
ら
、

１２

電
話
で
都
市
緑
化
植
物
園（
℡　
２２

‐
６
６
１
７
）ま
で
。

　

市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
人
に
、
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
住
宅
／
木
造
住
宅
で
、
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

①
住
戸
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る（
２
階
建
以

下
が
対
象
）

②
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
建

５６

３１

築
さ
れ
た
も
の

③
在
来
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工
法

の
住
宅（
特
殊
な
工
法
を
除
く
）

募
集
戸
数
／　

戸（
先
着
順
）

２０

派
遣
す
る
耐
震
診
断
士
／
京
都
府

に
登
録
し
て
い
る
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士

費
用
／
２
０
０
０
円（
１
戸
あ
た

り
）

必
要
書
類

①
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣

申
込
書

②
建
築
確
認
通
知
書
、
固
定
資
産

税
台
帳
な
ど
所
有
者
、
建
築
年
月

の
わ
か
る
書
類

③
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣

同
意
書
（
所
有
者
と
居
住
者
が
違

う
場
合
）

④
簡
易
耐
震
診
断
結
果
書
「
誰
で 

も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

⑤
建
物
の
外
観
写
真（
２
方
向
か

ら
撮
っ
た
も
の
）

募
集
期
間

７
月
１
日（
水
）〜　

日（
金
）

３１

※
申
込
書
類
は
建
築
課
・
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
は
、
建
築
課
建
築
第
一

係（
℡　

‐
７
０
５
８
）ま
で
。

２４

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
木

２１

造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
の
助
成
制

度
を
創
設
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
、
広
報
ふ
く
ち
や
ま
７
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

講
習
会

人権シリーズ 個人情報と人権～自分の情報は自分で守りましょう～
　住所、氏名、性別、生年月日など個人を特定
するものを一般的に「個人情報」と呼びます。
これらの個人情報は、自然に漏れることはほと
んどなく、大半の情報は人が漏らしたり、盗み
だされたりしています。商品の広告を送ったり、
通信販売のために個人の情報を必要とする人や、
今もなお、結婚のため相手の家の様子を調べた
い人などがいるからです。
　コンピューターの利用が一般的になった今日、
情報の集積が容易になり、第三者に把握される
危険性が高まっています。
　個人情報を漏らすのは犯罪ですが、自分自身
が漏らしていることもあります。次のようなこ
とに注意しましょう。

▼まちかどで不審な署名やアンケートを求めら
れても、住所、氏名、電話番号などを気軽に答

えないようにしましょう。

▼会員になるための申込用紙類には、直接関係
のないことまで書かないようにしましょう。何
のために必要なのか相手に尋ねることも必要で
す。

▼ごみを出すときには、クレジットカード利用
明細票など重要な個人情報を含む紙は読めない
ように破ってから出しましょう。

▼自宅に居ながら、さまざまな買い物ができる
インターネットはとても便利ですが、住所や氏
名、クレジットカードの番号などを入力するの
で、個人情報が漏れる恐れがあります。プライ
バシーマーク、個人情報保護マークなどを掲げ
ているかなどを見て信頼できるものかどうか確
認しましょう。
■秘書広報課市民相談係（℡　２４‐７０２７）

　男性が自分や家族の健康づくりのた
めに、食事や運動について学ぶ講座で
す。
とき▲

７月１４日（火）　「お酒の話」▲

８月１０日（月）
　「運動して心も体もリフレッシュ」▲

９月８日（火）
　「メタボリックシンドロームについて」
いずれも、午前９時～午後０時３０分
ところ／北部保健福祉センター（中央）
対象／市内在住の男性
参加料／無料
募集人数／２０人（先着順）
申込方法／電話で北部保健福祉セン
ター（℡５６ - ２６２０）まで。
　１回だけの参加もできます。
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７
月
１
日
か
ら
運
賃
、
定
期
・

回
数
乗
車
券
の
料
金
を
改
定
し
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
高
齢
者
優
遇

定
期
・
運
転
免
許
自
主
返
納
者
優

遇
定
期
乗
車
券
を
設
け
ま
す
。

運
賃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

路
線
ご
と
に
２
０
０
円
均
一
。

※
小
児
運
賃（
小
学
生
以
下
）は
、

１
０
０
円
。

※
保
護
者
同
伴
の
就
学
前
の
子
ど

も
の
運
賃
は
無
料
。

高
齢
者
優
遇
定
期
乗
車
券　
　
　

対
象
／　

歳
以
上
の
人
。

６５

料
金

　

路
線
ご
と
に
月
２
０
０
０
円
。

※
南
山
線
･
橋
谷
線
･
小
原
田
線

･
市
原
線
･
北
原
線
は
、路
線

ご
と
に
月
１
０
０
０
円
。

運
転
免
許
自
主
返
納
者
優
遇
定
期

乗
車
券

対
象
／
公
安
委
員
会
が
発
行
す
る
、

運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
し
た
運

転
免
許
自
主
返
納
者

料
金

　

路
線
ご
と
に
月
２
０
０
０
円
。

※
南
山
線
･
橋
谷
線
･
小
原
田
線

･
市
原
線
･
北
原
線
は
、路
線

ご
と
に
月
１
０
０
０
円
。

■
生
活
交
通
課
交
通
対
策
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

　

７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護

認
定
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
と

判
定
さ
れ
、
そ
の
状
態
が
６
カ
月

以
上
継
続
し
て
い
る　

歳
以
上
の

６５

人
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

に
介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
介
護
者
お
よ
び
要
介
護
者
の
世

帯
員
の
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

支
給
金
額
／
５
万
円
（
年
度
１
回
）

申
請
期
間

　

７
月
１
日（
水
）〜　

日（
水
）

１５

※
土
・
日
を
除
く
。

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
を
、

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
℡

　

‐
７
０
７
３
）ま
た
は
、
各
支
所

２４窓
口
相
談
係
ま
で
。

　

平
成　

年
度
で
は
、
４
５
６
人

２０

の
施
設
見
学
が
あ
り
ま
し
た
。

　

汚
水
が
、
処
理
施
設
で
き
れ
い

な
放
流
水
に
浄
化
さ
れ
る
の
を
、

実
際
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

施
設
見
学
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
は
除

き
ま
す
）

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
下
水
道
部
下
水
道
維
持
課

（
℡　

‐
２
０
８
５
）

２３

市
バ
ス
運
賃

2
0
0
円
均
一

　限日です。■税務課市民税係（℡２４‐７０２４）■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）

介
護
者
激
励
金
の
支
給

下
水
道
処
理
施
設
見
学
の

ご
案
内

千原兄弟トークショー
とき／７月２１日（火）
　　　午後５時～７時（予定）
ところ／雀部小学校西体育館（前田）
入場料／無料
募集人員／ペア２００組（４００人）
募集締切／６月１５日（月）（当日消印有効）
応募資格／６歳以上の人（未就学児童は、保
護者同伴であっても入場できません）
応募方法／往復はがきによる申し込み【１枚
につきペア１組（２人）】
※住所・氏名・年齢・電話番号、同伴者の氏
名・年齢、返信用はがきのあて先を記入。

※抽選で来場者を決定。
申込・問い合わせは、まちづくり推進課（〒
６２０‐８５０１　字内記１３番地の１「チハラトー
ク・ドッコイセ大使任命式　観覧希望」係　
℡　２４ ‐ ７０３３）まで。

8月集団健（検）診のお知らせ
　特定健診、後期高齢者健診、各がん検診などを
実施します。
　健（検）診の内容、費用や対象年齢などは、各保
健福祉センターへお問い合わせください。
●申込期限／おおむね健（検）診日の１カ月前

申し込み・問い合わせ先会　　　場健（検）診日

（℡３７‐１２３４）西部保健福祉センター夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町）午後３日（月）

（℡２３‐２７８８）中央保健福祉センター
中央保健福祉センター（北本町二区）午前

４日（火）
旭が丘教育集会所（旭が丘）午後

（℡３７‐１２３４）西部保健福祉センター川口地域公民館（野花）午前
５日（水）

（℡５６‐２６２０）北部保健福祉センター河東地域公民館（尾藤口）午後

（℡５８‐２０９０）東部保健福祉センター
川合集落センター（上川合）午前

６日（木）
大身集落センター（大身）午後

（℡５６‐２６２０）北部保健福祉センター
北部保健福祉センター（中央）午前

７日（金）
河西地域公民館（公庄上）午後

（℡３７‐１２３４）西部保健福祉センター農業者トレーニングセンター（高内）午後１０日（月）

（℡５８‐２０９０）東部保健福祉センター菟原集落センター（菟原中）午後３１日（月）

●定期乗車券
３カ月定期１カ月定期区　　分
２万３９４０円８４００円一般利用者
２万５２０円７２００円中学・高校・大学・専門学校・特別支援学校など
１万２６０円３６００円小学・幼稚園・保育園

●回数乗車券
備　考回数乗車券区　　分

１１枚つづり２０００円
一般利用者
中学・高校・大学・専門学校・特別支援学校など

１１枚つづり１０００円小学・幼稚園・保育園
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平
成　

年
４
月
７
日
、
京
都
府

２１

に
お
い
て
「
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
京
都
府
開
発
審
査
会
付
議
基
準

　

で
指
定
す
る
土
地
の
区
域
」
と

１５し
て
、
市
内　

地
区
が
指
定
さ
れ

１４

ま
し
た
。
指
定
を
受
け
た
区
域
内

で
は
、
自
己
用
の
専
用
住
宅
な
ど

の
建
築
・
開
発
行
為
が
一
定
条
件

の
も
と
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
定
区
域
図
は
、
京
都
府
中
丹

西
土
木
事
務
所
建
築
住
宅
室
（
篠

尾
新
町
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
区
域
の
指
定
は
市

街
化
区
域
へ
の
編
入
と
は
異
な
る

た
め
、
指
定
区
域
で
あ
っ
て
も
市

街
化
調
整
区
域
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

■
土
木
課
開
発
指
導
係

（
℡　

‐
７
０
５
０
）

２４

　

水
道
管
や
市
ガ
ス
管
を
新
設
・

増
設
・
位
置
替
え
・
撤
去
す
る
と

き
は
、
市
の
水
道
事
業
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
ま
た
は
ガ
ス
工

事
人
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
の
水
道
事
業
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
・
ガ
ス
工
事
人
で
な

い
と
、
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ガ
ス
を
使
用
さ
れ
て

い
た
家
屋
を
解
体
さ
れ
る
場
合
に

は
、
敷
地
の
境
界
な
ど
で
閉
栓
工

事
を
し
な
い
と
ガ
ス
漏
れ
の
恐
れ 

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
工
事

の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
格
の
な
い
工
事
業
者
が
施
工

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご

家
庭
へ
訪
問
さ
れ
る
業
者
で
不

審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
係
（
℡　

‐
６
５
０
０
）

２２

６月３０日（火）は市・府民税・国民健康保険料・介護保険料（普通徴収分）いずれも第１期分の納期　

市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
規
制
緩
和

ガ
ス
水
道
部
か
ら
の

お
願
い

６月の肺がん結核検診のお知らせ
検診車が地域を巡回します。
事前の申し込みは要りません。直接会場にお越しください。
対象／４０歳以上の市民
費用／無料（たんの検査は５００円）
注意事項

▼最後のレントゲン検査から６カ月以上間隔をあけてください。

▼妊娠中・妊娠の可能性のある人は、受けられません。

問い合わせところと　　き

西部保健福祉センター
（℡３７‐１２３４）

梅谷公民館（梅谷）午前９時３０分～９時４５分

２４日
（水）

金谷会館（猪野々）午前１０時～１０時１５分

鴨野町集会所（鴨野町）午前１０時３０分～１０時４５分

野笹公会堂（野笹）午前１１時～１１時１５分

十三丘集会所（十三丘）午前１１時３０分～１１時４５分

中央保健福祉センター
（℡２３‐２７８８）

向野集会所（向野）午前９時３０分～９時４５分
２５日
（木）

正明寺公民館（正明寺）午前１０時～１０時１５分

竹毛希望の家（昭和新町）午前１０時３５分～１１時５分

受講料／無料　参加申込／不要
■生涯学習課人権教育係（℡２４ ‐ ７０６５）
■人権推進室人権推進係・男女共同参画推進係（℡２４－７０２２）

共に幸せを生きるまちづくり人権講座

講　　師演　　題ところと　き

 清  原  隆  宣 さん（西光寺副住職）
きよ はら りゅう せん

人の世に熱と光を！日新地域公民館
（石原）

６月２５日（木）
午後７時３０分～

 桂 　 三  扇 さん（落語家）
かつら さん せん

落語界の男女共同参画成和地域公民館
（拝師）

６月２６日（金）
午後７時３０分～

 米  谷  由  起  子 さん（レクリエーショ
まい や ゆ き こ

ンコーディネーター）
心も体もいきいきレクリエーション
～勝ち負けのないゲームって？～

川口地域公民館
（野花）

６月２７日（土）
午後７時～

 勝  山  広  子 さん（京都精華大学・大阪
かつ やま ひろ こ

国際大学非常勤講師）視覚障害者の理解とその援助方法細見地域公民館
（三和会館）

６月２９日（月）
午後７時３０分～

 尾  角  光  美 さん
お かく てる み

（自死遺児・同志社大学在学中）
誰もが生きやすい社会を求めて
～親を自殺でなくした子と共に考える～

六人部地域公民館
（多保市）

７月２日（木）
午後７時３０分～

 岩  崎  裕  美 さん（フリーアナウンサー、
いわ さき ひろ み

コミュニケーショントレーナー）コミュニケーションの大切さ（仮）北陵地域公民館
（坂浦）

７月３日（金）
午後７時３０分～

 大  野  靖  之 さん
おお の やす ゆき

（シンガーソングライター）心のコンサート夜久野中学校
（高内）

７月４日（土）
午後１時～
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利
用
の
案
内　
　
　
　
　
　

本
を
借
り
る
に
は

　

利
用
券
が
必
要
で
す
。
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
作
れ
ま
す
。

　

健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な

ど
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確

認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

※
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者

の
同
意
が
必
要
で
す
。

本
は
何
冊
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
か

　

２
週
間
の
期
限
で
、
５
冊
ま
で

借
り
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
視
聴

覚
資
料
は
家
族
で
２
点
ま
で
。

　

利
用
券
と
借
り
る
本
を
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
本
を
読
め
ま
せ
ん
で

し
た

　

１
回
だ
け
２
週
間
の
延
長
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
予
約
さ
れ
て

い
る
本
や
雑
誌
、
視
聴
覚
資
料
は

延
長
で
き
ま
せ
ん
。
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
（
電
話
で
の
問
い

合
わ
せ
も
可
）

読
み
た
い
本
が
貸
出
中
で
す

　

「
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
返
却
さ

れ
次
第
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
な
い
本
も
、

別
の
図
書
館
か
ら
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
職
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

コ
ピ
ー
は
で
き
ま
す
か

　

図
書
館
の
資
料
に
限
り
、
著
作

権
法
の
許
す
範
囲
内
で
複
写
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
１
枚　

円
・
白
黒
）

１０

本
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

お
願
い
で
す

▼
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
返
却
予
定
日
ま

で
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

▼
図
書
館
の
本
は
、
皆
さ
ん
の
財

産
で
す
。

　

汚
し
た
り
、
破
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
で
戻
っ
て
く

る
本
が
あ
り
ま
す
。

■
図
書
館
中
央
館

（
℡　

‐
３
２
２
５
）

２２

■
三
和
分
館（
℡　

‐
４
７
１
５
）

５８

■
夜
久
野
分
館（

℡　

‐
１
０
６
６
）

３７

■
大
江
分
館（
℡　

‐
１
０
１
７
）

５６

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

　マナー　　■生活交通課交通対策係（℡  ２４‐７０２０）

カンちゃん　新しい「福
知山市のごみの分け
方・出し方」が家にき
たけど、これまでより
小さくなったんは、な
んで。
ビンちゃん　これまで、

１枚の大きな紙で、分け方や出し方が書い
てあったけど、大きくて、貼る場所をとっ
たり、両面印刷で見にくいこともあるやろ。
それで、本のような形にして場所を取らん
ようにして、写真とか絵で見やすいように
したんや。

カンちゃん　確かに場所をとらんで、良く
なったと思うで。あと「分け方・出し方」
で変わったところはあるんか。

ビンちゃん　そやな。ライターの「分け方・
出し方」が変わったで。これまで、ライター

は使い切って、着火部をつぶして「燃やさ
ないごみ袋」に入れてたけど、入れる袋が
「中身の見える袋」で出すように変わった
で。
カンちゃん　なんでそうなったん。
ビンちゃん　ライターは火花を出すやろ。ご
み収集車は、たくさん積み込めるようにご
みを押し固めて集めるんやけど、その時に
火花が出たりしたら、集めたごみが燃えた
りするで危ないやろ。それで、別の袋にし
て出してもらって、集めるようにしたんや。

カンちゃん　そうか。火事とかの事故は危な
いで、分けて出したほうがいいんやな。了
解。

■環境政策室（℡　２２‐１８２７）

▲破れているページがある。▲線が引いてある。▲落書きがしてある。

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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７
月
１
日
、
経
済
セ
ン
サ
ス
基

礎
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
商
店
や
工
場
、

営
業
所
、
事
務
所
、
学
校
、
旅
館
、

学
習
塾
、
病
院
、
寺
院
な
ど
す
べ

て
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問

し
て
、
直
接
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
の
で
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
の
内
容
を
他
人
に
話
し

た
り
、
統
計
法
に
規
定
さ
れ
た
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し

て
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
総
務
課
文
書
統
計
係

（
℡　

‐
７
０
３
６
）

２４

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
４
月
か
ら

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
現
役
加

入
者
の
皆
さ
ん
に
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
を
誕
生
月
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、

▼
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
と

年
金
加
入
履
歴

▼
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込

み
額

▼
こ
れ
ま
で
の
年
金
保
険
料
の
納

付
額

▼
月
ご
と
の
年
金
保
険
料
の
納
付

状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た

ら
、
年
金
記
録
に
誤
り
が
な
い
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
年
金
記

録
を
確
認
し
、
漏
れ
や
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
は
、
同
封
の
回
答
票

で
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

 

　

年
金
記
録
を
正
し
い
も
の
に
す

る
た
め
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に

よ
る
年
金
記
録
の
確
認
に
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先
／
ね
ん
き
ん
定
期
便
専

用
ダ
イ
ヤ
ル（
℡
０
５
７
０
‐
０

５
８
‐
５
５
５
）

受
付
時
間

▼
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
８
時

▼
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

　思いやりで高めよう　福知山の交通　

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
定
期
便

　市では４月から、妊婦歯科健康診査事業を
始めました。
　この事業は、母子健康手帳の交付時に、妊
婦歯科健康診査受診票をお渡しし、福知山市・
綾部市の協力歯科医院に、この受診票を持参
すれば無料で健診が受けられる事業です。
　妊娠中は、おなかが押し上げられるため１
回の食事量が減り、間食が増えたり、つわり
が強いと歯ブラシを口に入れるだけで気持ち
が悪くなったりと、お口のケアが怠りがちに
なり、虫歯や歯周病にかかりやすくなります。
妊娠中の歯科疾患のリスクが最も高まる時期
を少しでも楽な気持ちで乗り切るために、小
さめの歯ブラシで、ストロークを小さくして
磨いたり、ブクブクうがいをこまめに行った
り、食後すぐにキシリトールガムをかむなど
実践してみましょう。

　さらに妊娠中は、女性ホルモンのバランス
や 唾  液 量の変化に伴う歯周病菌の増加などに

だ えき

より、炎症物質による陣痛や子宮の収縮が起
こり、早産や低体重児出産を引き起こす可能
性があります。健やかな出産のために、歯周
病の早期発見・早期治療に心がけてください。
　また、赤ちゃんは虫歯菌も歯周病菌もない
無菌状態で生まれてき
ます。お母さんの口に
含んだスプーンで離乳食を与えると、お母さ
んの口の中の細菌が赤ちゃんに移ってしまう
ことがあります。もちろん、お母さんばかり
でなく、家族みんなが歯をきちんとケアし清
潔に保つ必要があります。
　出産前から虫歯、歯周病治療を受け、健康
な 口  腔 環境にしておきましょう。そして、無

こう くう

事出産したら、次は「虫歯ゼロの育児を目標
に」がんばりましょう。(丹波歯科医師会)
■中央保健福祉センター（℡　２３‐２７８８）けんこう 知識 

食中毒にご用心！
　食中毒が発生しやすい季節です。特に、病原
性大腸菌Ｏ－１５７による食中毒には十分な注意
が必要です。疑わしい症状が見られたら、すぐ
に医師の診察を受けましょう。
Ｏ－１５７による食中毒の特徴

▼腹痛を伴う水様性の下痢に続いて、出血性の
下痢になる。（血便がみられないこともある）

▼吐き気、おう吐、発熱を伴うことがある。

▼感染してから発病するまでの潜伏期間が長い
（３～９日）ことがある。
食中毒予防の３原則
病原菌を
　つけない！（手洗い・清潔）
　増やさない！（早く食べる・冷却する）
　死滅させる！（加熱殺菌）
■健康危機管理対策会議
　（中央保健福祉センター内　℡２３ - ２７８８）
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
６
月　

日
号
は
、
６
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

１８

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

夜
久
野
町
に
は
、 
龍  
ヶ  
城 

た
つ 

が 

じ
ょ
う

（
６
４
５
㍍
）、 
居  
母  
山 
（
７
３

い 

も 

や
ま

０
㍍
）、 鋲  
鈷  
山 （
７
７
５
㍍
）な

か
な 
と
こ 
や
ま

ど
、
個
性
的
な
山
が
多
い
中
で
、

標
高
わ
ず
か
３
４
９
㍍
と
低
い

宝
山
が
親
名
山
に
選
ば
れ
た
の

は
、
や
は
り
、
こ
の
宝
山
が
京

都
府
で
は
め
ず
ら
し
い
火
山
だ

か
ら
で
し
ょ
う
。

　

宝
山
は 
田  
倉  
山 
と
呼
ん
で
い

た 

く
ら 
や
ま

ま
し
た
。
白
山
火
山
帯
に
属
す

る
火
山
で
、 
新  
生  
代  
第  
四  
紀  
更 

し
ん 
せ
い 
だ
い 
だ
い 
よ
ん 

き 

こ
う

 
新  
世 
、
今
か
ら　

万
年
か
ら　

し
ん 
せ
い

３７

３１

万
年
前
の
噴
火
に
よ
っ
て
で
き

た
単
成
火
山
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
単
成
火
山
と
い
う
の
は
、

数
回
の
噴
火
で
終
わ
っ
た
活
動

期
の
短
か
っ
た
火
山
の
こ
と
で

す
。

　

山
頂
に
は
、
南
へ
開
い
た
馬

蹄
形
の
火
口
ら
し
き
跡
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
噴
き
出
し
た

溶
岩
が
、
美
し
い 
柱  
状  
節  
理 
を

ち
ゅ
う 
じ
ょ
う 
せ
つ 

り

作
り
出
し
た
の
で
す
ね
。
夜
久

野
ケ
原
と
い
わ
れ
る
ふ
も
と
の

一
帯
に
は
、
二
段
の
台
地
が
見

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
は
、
玄
武
岩

で
で
き
た
溶
岩
台
地
で
す
。
あ

ま
り
激
し
い

浸
食
も
う
け

て
お
ら
ず
、

火
山
地
形
を
知
る
良
い
教
材
で

す
。

　

夜
久
野
の
地
名
由
来
は
、「
焼

く
野
」
だ
と
い
う
説
が
あ
る
そ

う
で
す
。
先
人
た
ち
は
、
火
山

活
動
の
記
憶
を
語
り
継
ぎ
な
が

ら
、
火
山
灰
台
地
を
豊
か
な
農

耕
地
、
果
樹
園
へ
と
変
え
て

い
っ
た
の
で
す
ね
。

　

ま
た
、
こ
の
夜
久
野
ケ
原
は
、

但
馬
と
丹
波
の
国
境
に
あ
っ
た

の
で
、
い
く
た
び
か
戦
乱
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
、
街
道
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
り
し

て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
石

仏
は
、
そ
ん
な
昔
を 
偲 
ば
せ
て

し
の

く
れ
ま
す
。

宝山［349.7㍍］ N

S

国道9号へ 

菖蒲池縄文遺跡 
さわやかトイレ 

道の駅 
農匠の郷やくの 

上夜久野駅 

夜久野茶堂 

※夜久野高原 八十八カ所 
　石仏群が付近にあります 

旧火山口 
（推定） 

やくの宝山公園 

京都府緑化センター 

ＪＲ山陰本線 

展望スポット 

車両通行可 
車両通行不可 

展望スポット 
やくの宝山公園 

京都府緑化センター 

しだれ桜 しだれ桜 

宝山［349.7㍍］ 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

京都短期大学 食育ボランティア 
やす ぎ 

　京都短期大学食育ボランティアは、初代メン
バーとなった当時２回生の学生たちが、自作した
教材を使用して、実際に保育園で演じてみたいと
いう思いから発足しました。以来、毎年メンバー
が変わりながら、常に２０歳の若者たちがパワー全
開で取り組んでいます。
　今年で６年目になりますが、これまでには、た
くさんのご支援、ご指導を受けており、実際のと
ころボランティアをしているというよりは、勉強
させていただいているというのが正直なところで
す。
　今年度よりクラブに昇格し、園児のための教材
作りのほかに、若年青年のための食育プログラム
を作っています。
　今後は、すべてのライフステージの人々ととも
に行える企画の考案や、ボランティアのメンバー
自身や食育に興味を持たれている人たちに対して
の、勉強会も計画していきたいと考えています。

あか いし が たけ 

宝　山 


